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平成１６年１０月２９日 

各 位 

会 社 名   昭和ゴム株式会社 

コード番号   ５１０３ 

問い合わせ先  取締役総務部長 

                             重田 衞 

電話番号    ０４－７１３１－０１８１ 

 

訴訟の判決に関するお知らせ 

 

当社は平成１５年７月２５日に大生工業株式会社(東京都中央区 )を被告として保証金返

還請求の訴訟を起こした裁判（事件表示：平成１５年（ワ）第１６９４１号）に関して､平

成１６年１０月１８日に下記のとおり判決されましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．判決主文 

１ 原告の請求を棄却する。 

２ 訴訟費用は､原告の負担とする。 

２．経緯 

当社の訴訟内容は、新事業のアクアセラミックス（コンクリート構造物等の内壁・

外壁の補強剤）について､被告の発注数量が契約内容より著しく減少したため、平成１

２年９月３０日付で締結した｢製造業務等提携基本契約書｣に基づき、同契約を解消し

て、差し入れ保証金８億円のうち最初の請求として２億円の返還を求めたものであり

ます。 

これまで当社は、本件を裁判上の和解で合意できるよう誠意をもって交渉してまいり

ましたが、相手方の理解を得られず合意にいたらなかったため、判決を求めたもので

あります。 

３．訴訟に対する当社の考え方 

当社が主張した趣旨の第一は、本契約のときに大生工業から提示された毎月３０ト

ン以上のアクアセラミックスの発注予定が、その後、月１トンにも満たない状態が続

いたので途中解約の通知をして、それが有効であると主張した点です。 

第二は、同社に保証金の一部を返還するように申し入れて協議しましたが、同社の不

誠実な対応により信頼関係が破壊されたので、途中解約は有効であると主張した点で

す。 
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第三は、以上の理由により、８億円の返還請求権が認められて当然であるが、とりあ

えず、このうちの２億円および年６分の金利の支払いを求めることを主張した点です。 

４．判決の内容 

判決理由の趣旨の第一は､本件の発注予定量については、億単位の取引でありながら

法的拘束力のある書面がないので､その理由では途中解約の理由にならないと判断し

たものです｡ 

第二は、原告のいう｢被告の不誠実な対応により両者の信頼関係が破壊された｣という

理由では｢有責契約当事者｣による解約を安易に認めることには問題があるので､途中

解約は理由がないと判断した点です。 

第三は、被告としても､突然の解約申し入れに対しては､早期に回答できなくても止む

を得ないし、被告が提出した事業計画が実現不可能と思われても､それだけで､被告が

不誠実で責任があるとはいえないので、原告の主張する信頼関係の喪失を理由とする

解約申し入れは理由がない。よって、原告の本訴請求は､理由がないと判断された点で

す。 

５．判決に対する当社の考え方 

当社は、この判決を不服として､平成１６年１０月２８日東京高等裁判所に控訴いた

しました。控訴理由の提出は平成１６年１２月２０日の期限までに行う予定でありま

す。 

６．業績への影響 

本件に係わる保証金の業績への影響につきましては、平成１６年３月期の連結貸借

対照表の固定資産の部に、貸倒引当金８億５,３２２万円（このうち､本件保証金の引当

金は８億円）を計上しておりますので､今後､損益への影響はありません。 

財務内容につきましては、本件保証金は約４年前の平成１２年１０月３日に交付した

ものでありますので、現在の経営計画および資金繰り計画には、影響ありません。 

今後、アクアセラミックス事業を継続するか撤退するかの判断につきましては、控訴

審の判決確定の後に判断する予定であります。 

 

以 上 

 


